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 東北大金研強磁場センターでは，強

セン⎝뉃をᵑࠃ㸮科 㸯提供きる㸣も，㌤琀

電流特性の理解とその制御[2]，さらには歪みと臨界電流の関係など[3]は，物性と
しても工学的にも重要である。強磁場センターでは，それらの材料を用いて，冷凍
機で直接冷却する無冷媒超伝導マグネット開発にも力を入れている。最近では，無
冷媒では世界最高の強磁場である 24.6T を 52mm の室温空間に発生できる 25T 無冷
媒超伝導マグネット開発にも成功し[4]，ユーザーマグネットとしてすでに２年近
く稼働している。現在は 30T へのアップグレード計画が進行中である。本セミナー
では，実用超伝導線材とその機能，さらには高磁場無冷媒超伝導マグネット技術に
ついて紹介する。 
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